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音楽科の学習における「知識」とは，どのようなものですか。 

 

 

音楽科の学習における「知識」は、大きく３つに捉えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽科における「知識」の習得に関する指導のポイントについては，中学校学習指導要領（平成 29年告

示）解説 音楽編で，以下の２点が重要であると示されています。 

 

 

 

 

 

【中学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 音楽編 p.13を基に作成】 

 

この２点に加え，「知識」は学習の過程において生徒個々の感じ方や考え方等に応じ、既習の知識と新たに習得した知識

等とが結び付くことによって再構築されていくものである、と示されています。このように習得された「知識」は，その後の学

習や生活においても活用できるものとなりますので，「知識」の習得については，単に新たな事柄を知ることのみに留ま

るものではないということ踏まえて，指導を行うことが大切となります。 
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①音楽活動がなくて

も得られる知識＊

①と②を関わら

せながら思考し

て得られる知識

②音楽活動を介し

て得られる知識

知覚・感受を伴う音楽活動を通して得る知識 

 f は、「フォルテ」という読み方で、 

「強く」という意味なんだね。 

＊）教科書や資料集などで調べれば分かる知識 

 この部分が、f で演奏されているんだね。 

確かに強さを感じる演奏だね。 

 
この部分を f で演奏することで，作
曲者の思いをより強く伝えることがで

きているんだね。 

○ 音楽を形づくっている要素などの働きについて実感を伴いながら理解し，表現や鑑賞などに生かすことができる

ようにすること。 

○ 音楽に関する歴史や文化的意義を，表現や鑑賞の活動を通して，自己との関わりの中で理解できるようにする

こと。 


